
白河労働基準監督署 管内の転倒災害発生状況 
 

平成 29 年から令和 2年までの 4年間では，転倒災害は横ばいの状況が続いており， 
白河署管内では年間 30件前後で推移しています。 
 また，令和 2年に発生した休業 4日以上の災害のうち 2割以上が転倒災害であり， 
事故の型別に分類した際に転倒災害が最も大きな割合を占めていました。 
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図 1 年別転倒災害発生状況 
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図 2 令和 2年事故の型別災害発生状況 


